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研究成果概要 
	 宇宙線空気シャワー観測データの解析において空気シャワーシミュレーションは欠く

ことのできないツールである。世界的に CORSIKAコードへの一極集中が進む中、本研
究では COSMOSコードの改良をもとに新たなコード開発をめざしている。 
	 30年度は、現在公開している COSMOSバージョン 8のメンテナンスを続けつつ、バ
ージョン 9への構造改革と新しい webページの準備を進めた。 
1. ユーザーからの指摘等から 5 回のマイナーアップデート（主に最新の Sibyll 導入

に伴うもの） 
2. アップデートに応じて、共同研究者で分担した各種 OS, ディストリビューション

での迅速な試験体制を確立 
3. 検出器シミュレーション EPICS との整合性と長期保守性を高めたプログラム構造

の整理 
4. cmakeによる簡易インストール手法の導入 

http://cosmos.icrr.u-tokyo.ac.jp/cosmosHome/	で公開	

	

	 3 月 25 日に、課題 E39 と合同で「第三回空気シャワー観測による宇宙線の起源探索勉

強会」を開催した。複数の空気シャワー観測実験と加速器実験グループが最新の成果と

計画を紹介し、空気シャワーシミュレーションへの今後の期待を議論した。Sibyll モデ

ルを開発する Felix	Riehn 氏を招待し、最新の Sibyll モデルと宇宙線、加速器実験との

関係を議論した。 
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